
■なぜ授業改善、高度化にＩＣＴ、タブレットが活かせるのか？

2014/10/20 および11/28に久世先生から伺ったお話しをもとに大胆に解釈、付加、要約して作成してみました。
(間違い、不足の点、ぜひご指摘願います）

【背景】

・「知識・理解」は伝統的な繰り返し演習他、一斉指導や紙による教授法
でも、豊富に向上が手法が揃ってきている。

・「興味・関心・意欲」についても、発問の工夫、本物（具体物）をみせる
など、従来の手法の中で確立しつつある。

・思考・判断・表現の向上手法は、これまでの「一斉学習」の形態の中では、
確立しにくかった。
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【仮説】

① 学習者用PC（タブレット等）があることで、従来1/3しか挙手しなかっ
たクラスの児童生徒の大半を、個別学習、協調学習形態によって巻き込み
やすくできるのではないか。【量】

② 多様な回答の比較、話し合いの場の設定を、限られた時間、空間に
おいて実現しやすくなり、児童生徒一人ひとりの思考の練り上げに役に立
つのではないか【質】

（③個別学習がしやすくなりクラス内の学力2極化へ対応しやすくなるのではないか）



①【先生にとって】指導方法の選択肢(引出し）が増える
②【子供にとって】自分の認知スタイルに合った学び方を得られやすい。
③【先生にとって】子供の学習スタイルを把握しやすくなる
④【先生にとって】保護者との良好なリレーションを形成しやすくなる
（↑先生が③で得た子供の的確な学習スタイル情報を提供し感謝されることで）

⑤【学校にとって】デジタル化され知識が蓄積される

（参考）なぜこれからは、ＩＣＴ、タブレットが重要なのか？

■学内環境 【５つのメリットがあるから】

WG3研修 小柳教授「推進普及マネジメント」講義内容より記述

校内研修時に、受講者から校内研修リーダーが質問された場合の回答例として



・少子化に伴う人口の減少
・社会の成熟化、ニーズの変化・多様化
・グローバル化の進展、新興国の成長
・ 知識基盤社会の進展(知識・情報量の増加、細分化・専門化) 
・環境問題への対応 等

（参考）なぜこれからは、ＩＣＴ、タブレットが重要なのか？

■社会環境

今ある職業が、20年後にはなくなるかもしれない。
今、準備しようにもゴールが変わるので難しい。

「確かな知識」を「どう有効活用」するかが求められている。

第48回科学技術・学術審議会（平成26年10月31日）より抜粋

11/28 岐阜県WG3研修での小柳教授講義から引用



■ICT機器を活用する理由

先生が普段の授業で改善したいと思っている
ことは何ですか？
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なぜ授業にICT機器を活用するのでしょうか？



■学力の二極化の解消と学習の高度化の実現

• 学力および学習意欲の二極化
学力の高い児童や生徒⇔学力の低い児童や生徒
授業に積極的に参加する児童や生徒⇔受身的に参加する児童や生徒

下位層の児童や生徒の学力向上 上位層の児童や生徒のさらなる向上

• 学習の高度化の実現
社会や職業の在り方そのものが大きく変化する可能性
児童生徒にどのような資質・能力を身につけさせるか

実践力

思考力

基礎力

21世紀型能力
学習: 学習者自身が能動的に活動す
ることによって知識を構築する過程

構成主義に基づく学習観

協働学習

アクティブ・
ラーニング

体験学習

個性の重視

(大阪市教育センター, 2014)(国立教育政策研究所, 2013)



■ICTが実現する新たな学び

• 学びのイノベーション事業（平成23〜25年度）
ICTを効果的に活用して子どもたちが主体的に学習する「新たな学び」を創造する実
証研究を実施
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■ICTが実現する新たな学び

• 学びのイノベーション事業（平成23〜25年度）
ICTを効果的に活用して子どもたちが主体的に学習する「新たな学び」を創造する実
証研究を実施

文部科学省，学びのイノベーション事業実証研究報告書（2014）


